
女袴講習テキスト

女 袴
女子の袴は、紅色の襠付長袴形式の紅袴（くれないのはかま、または緋袴ともいう）が、女房装束（晴装束

くれない ひのはかま

・十二単）に着用されたが、さほど発達を見ないまま、小袖の全盛時代を迎え、ごく一部の宮廷人や神職にあ

る女性が着用する程度で、一般には無縁のものになってしまった。現代の女 袴は明治20年に皇室を中心とし
おんなはかま

た華族の婦女服制についての皇后陛下の思 召 書によって、古い制服をとり入れ、華族女学校の制服に採用さ
おぼしめししょ

れたことによって出来上がったものである。以後、民間の女学校においても制服として着用されるようになり、

昭和初年にいたるまで女学生間に大流行した。これは海老茶、紫、紫紺、緑、紺および黒などのサージやカシ
え び ち ゃ

ミヤなどを用布として仕立てる行燈形式のもので、ひだ数のほかにも、切り上げをつけないことや、前後を同

じ丈にするなど、随所に男物行燈袴との違いがみられる。

年齢別標準寸法比較表

数え年令 ４～５歳 ６～７歳 ８～９歳 12～13歳
名 本 裁

満年齢 ３歳 ５歳 ７歳 11歳

身 長 155,0cm 95､0cm 109,0cm 120,0cm 144,5cm

称 着 丈 130,0cm(34,3) 備 考 76,0cm(20,0) 87,0cm(23,0) 96,0cm(25,3) 117,0cm(30,8)

寸 法 ｃｍ 尺寸分 ｃｍ 尺寸分 ｃｍ 尺寸分 ｃｍ 尺寸分 ｃｍ 尺寸分

紐 下 91,0 24,0 着丈×０，７ 53,2 14,0 61,0 16,1 67,2 17,7 82,0 21,6

相 引 63,5 16,8 紐下×2／3＋３cm 35,5 9,3 43,0 11,3 47,7 12,6 57,5 15,2

後腰幅 30,3 8,0 長着後幅＋１cm 23,0 6,0 24,7 6,5 26,5 7,0 27,7 7,3

前腰幅 32,2 8,5 後腰幅＋２cm 24,7 6,5 26,4 7,0 28,4 7,5 30,3 8,0

前脇幅 19,0 5,0 15,2 4,0 15,9 4,2 16,7 4,4 17,4 4,6

後脇幅 23,0 6,0 19,0 5,0 20,0 5,3 20,5 5,4 21,5 5,6

後 5,3 1,4 3,8 1,0 4,2 1,1 4,5 1,2 4,9 1,3
笹ひだ

前 4,5 1,2 3,4 0,9 3,8 1,0 3,8 1,0 4,2 1,1

前よせ 上 3,0 0,8 2,6 0,7 2,6 0,7 2,7 0,7 3,0 0,8

ひ だ 下 5,7 1,5 4,5 1,2 4,0 1,3 5,3 1,4 5,7 1,5

後よせ 上 3,8 1,0 3,0 0,8 3,0 0,8 3,2 0,85 3,4 0,9

ひ だ 下 7,6 2,0 5,7 1,5 6,4 1,7 6,8 1,8 7,2 1,9

前 360,0 95,0 260,0 68,6 280,0 74,0 290,0 76,5 310,0 82,0
紐 丈

後 195,0～230,0 51,5～60,0 140,0 37,0 155,0 41,0 190,0 50,0 230,0 50,0

前 3,0～3,5 0,8～0,9 3,0 0,8 3,0 0,8 3,4 0,9 3,8 1,0
紐 幅

後 6,0～8,0 1,5～2,1 4,5 1,2 5,0 1,3 5,3 1,4 5,7 1,5



１、完成図と部分の名称

２、標準寸法の割り出し方

名称 寸法の割り出し方 標準寸法（身長155cm） 備 考

紐下 着丈×0,7（身長×0,6） ９３cm

相引 紐下×２／３＋３cm ６５cm（紐下より２８cm）

後腰幅 長着後身幅＋１cm ３０cm

前腰幅 後腰幅＋２cm ３２cm

前脇幅 後腰幅×３／５＋１cm １９cm

後脇幅 後腰幅×３／４ ２３cm

後 ５、５cm

笹ひだ幅

前 ４、５cm

上 ３cm

前寄ひだ

下 ６cm

上 ４cm

後寄ひだ

下 ８cm

幅 ３cm

前紐

丈 胴回り×３＋７５cm ３４０cm～３６０cm

幅 ６～８cm

後紐

丈 胴回り＋１６０cm １９５cm～２３０cm 好みによる



３ ． 裁 ち 方 ４ ． ひ だ 割 り ひ だ 折 り の 位 置

５ ． ひ だ 折 り 前 、 後 共 に 標 通 り 各 ひ だ を 外 表 に し っ か り 折 る 。

※ 表 か ら 見 た 図 で す 。

前 後 ６ ． た た み つ け
前 後 別 々 に 図 の 要 領 で た た み 、 し つ け で 押 さ え る 。

相 引 き を 縫 い 合 わ せ 、 前 身 頃 の 方 へ 被 折 り を す る 。

外 表 に 織 る

折 ら な い

前 布 後 布

紐下+縫代+裾くけ代 紐下+縫代+裾くけ代
10cm ６cm 10cm ６cm

後

紐 後

紐

14cm 14cm

前

紐
前

紐
前

紐
150cm

8cm 8cm

8cm

相引 縫代１cm

二のひだ

一のひだ

糸標糸標

紐下

後脇幅

６cm

２cm

わ

後身頃（中表）前身頃（中表）
わ

三のひだ

二のひだ

一のひだ

相引
縫代１cm

６cm糸標糸標

２cm

紐下

前脇幅 裾

裾



７、笹ひだ

①標付け
紐下

三のひだ

二のひだ

一のひだ

前は３cm後は６cm

斜めをとる

笹ひだ幅×２－0.6cm

腰幅

２
－0.6cm

（表側） 相引被山

相引縫目前は３cm

後は６cm

笹ひだ幅×２－0.6cm

一のひだ

紐下

（裏側）

外表に折る

②笹ひだ折り（その１） ③笹ひだ折り（その２）

深さ0.6cmの切り込みを入れる

５cm

相引

相引被山

外表に折る

（裏側）

拡大図

相引被山

（裏側）

④笹ひだ折り（その３）

外表に折る

相引

E笹ひだ折り （その４）

一のひだ

紐下

控え分（６mm）

笹ひだ幅×２－0.6cm

折り山をこの線に揃える

とじる

この折り山を腰幅／２－0,6cm

の標よりも控え分（0,6ｃｍ）

かさなるように折る。

相引

F笹ひだ折り （その５）

紐下

（ 裏 側

とじる

控え分（0､6cm）

相引

一のひだ

）

くける

（縫いぐけ、0,6cm上がり）

くける

まつりぐけ

（裏側）

裏へ出る目を小さく

するように注意する。

（表側）

とじる

折り山いっぱいのところを

くけつける

（裏側）

折り山より控え分（0,6cm強）

入ったところをとじ、笹ひだを

表へ折り返す。

腰幅

２
寸法を確認すること。

折り山

折り山



８、紐付け

（１）前紐付けは２本糸（木綿糸太口）で、ひだのところを重点にかえし針をしながら

付ける。

身頃の縫込みは、図のように紐幅よりやや控えて折り返し、木綿糸でしっかり

とじ、紐をくけ付ける。（縫代は外に出ていてよい）

腰板

（２）後紐を付ける。（綿糸二重にて半返し縫い）

後紐を付けたら、上図のように厚紙で腰板を作り、とじ付ける。

（３）上図のようにたたみあげ、四重糸で飾りとじをし、

前紐に三ケ処封じ紙をつけておく。

９、裾くけ

裾くけは各自で紐下寸法を確認し、裾くけする。


